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11
月
17
日
か
ら
36
日
間
の
日
程
で
、
２
０
２
３
年
（
令
和
５
年
）
第
４
回
船
橋
市
議
会
定

例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
今
議
会
で
は
、
国
に
よ
る
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、
住
民
税
非
課

税
世
帯
へ
の
７
万
円
の
給
付
金
や
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
の
う
ち
、
出
産
を

予
定
し
て
い
る
方
や
出
産
し
た
方
の
保
険
料
を
免
除
す
る
条
例
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
か
ら
の
要
望
が
強
か
っ
た
学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
や
、
１
月
か
ら

３
月
ま
で
の
期
間
限
定
で
す
が
学
校
等
給
食
の
無
償
化
な
ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
市
民
が

声
を
上
げ
て
い
け
ば
、
政
治
は
変
わ
る
と
い
う
、
貴
重
な
成
果
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
か
ら
は
、「
沖
縄
県
辺
野
古
へ
の
米
軍
基
地
建
設
断
念
を
求
め
る
意
見
書
」
と
、

「
『
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
給
与
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
教
員
の
残
業
代
ゼ
ロ

法
）
』
の
廃
止
及
び
教
員
の
確
保
に
関
す
る
意
見
書
」
を
提
案
し
ま
し
た
。

午後１時
～４時
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昨
年
10
月
２
日
か
ら
１
ヶ
月

間
、
「
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
構

想
を
考
え
る
市
民
連
絡
会
」
が

同
構
想
の
賛
否
を
問
う
船
橋
市

住
民
投
票
条
例
制
定
を
求
め
る

署
名
運
動
を
行
い
ま
し
た
。
地

方
自
治
法
で
規
定
さ
れ
た
有
権

者
の
50
分
の
１
で
あ
る
１
万
７

３
２
筆
に
２
２
６
筆
足
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
関
心
の
高
さ
が

表
れ
ま
し
た
。

　

12
月
議
会
で
無
所
属
市
議
か

ら
署
名
数
へ
の
見
解

を
質
さ
れ
た
松
戸
市

長
は
「
署
名
簿
が
提

出
さ
れ
な
か
っ
た
の

で
、
見
解
を
述
べ
る

こ
と
は
控
え
た
い
」

と
答
え
ま
し
た
が
、

議
会
は
議
論
す
る
場

で
す
。
逃
げ
ず
に
答

え
る
べ
き
で
す
。

　

日
本
共
産
党
も
「
結
果
を
受

け
、
自
ら
住
民
投
票
条
例
を
提

案
す
べ
き
だ
」
と
市
長
を
質
し

ま
し
た
が
、
都
市
計
画
部
長
が

「
適
正
に
や
っ
て
き
た
」
と
答

え
る
の
み
で
し
た
。
共
産
党
は

「
住
民
と
の
矛
盾
の
深
ま
り
は

避
け
ら
れ
な
い
」
と
指
摘
し
ま

し
た
。

　

元
日
の
能
登
半
島
地
震
で
は

道
路
の
陥
没
・
寸
断
や
液
状
化

な
ど
、
災
害
の
脅
威
が
現
実
化

し
ま
し
た
。
水
害
や
液
状
化
の

想
定
区
域
を
開
発
し
、
新
た

な
被
災
地
を
増
や
す
の
で
は
な

く
、
既
存
市
街
地
の
安
全
対
策

に
こ
そ
市
税
を
投
入
せ
よ

－
－

こ
の
声
を
広
げ
る
時
で
す
。

　

今
議
会
で
は
、
物
価
高
騰
対

策
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
給
食

費
を
今
年
１
月
か
ら
３
月
の
３

か
月
間
限
定
で
無
料
に
す
る
追

加
の
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し

た
。

　

学
校
給
食
費
の
無
償
化
は
子

育
て
世
代
か
ら
の
強
い
要
望
で

す
。
日
本
共
産
党
は
こ
の
間
繰

り
返
し
学
校
給
食
の
無
償
化
を

市
長
に
要
求
し
て
き
ま
し
た
。

市
民
の
み
な
さ
ん
と
も
力
を
合

わ
せ
て
き
ま
し
た
。
市
川
市
を

始
め
多
く
の
自
治
体
が
無
償
化

に
踏
み
出
す
な
か
、
船
橋
市
は

費
用
が
か
か
る
と
し
て
や
っ
て

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

昨
年
11
月
、
国
か
ら
船
橋
市

に
約
８
億
円
の
物
価
高
騰
対
応

臨
時
交
付
金
が
で
る
こ
と
が
わ

か
り
、
日
本
共
産
党
は
、
こ
の

交
付
金
を
使
え
ば
今
年
１
月
か

ら
３
月
の
給
食
費
の
無
償
化
の

実
施
で
き
る
と
提
案
し
て
い
ま

し
た
。
今
回
の
無
償
化
は
小
中

学
校
の
給
食
費
だ
け
で
な
く
、

保
育
所
や
幼
稚
園
も
対
象
に
な

る
も
の
で
す
。

物
価
高
騰
対
策
で

子
ど
も
の
給
食
費
が
３
か
月
間
無
償
に

市
民
の
声
を
聞
け
！

　

海
老
川
上
流
地
区
開
発　

　

今
回
は
物
価
高
騰
対
策
で
期

間
限
定
で
す
が
、
学
校
給
食
費

無
償
化
に
向
け
て
今
年
４
月
以

降
も
継
続
さ
れ
る
よ
う
日
本
共

産
党
は
力
を
尽
く
し
ま
す
。

きびしくなった
77.5%

よくなった
1.3%

変わらない
14.6%

無回答 6.6%

今年度も予算要望書を市長に提出

■
暮
ら
し
に
つ
い
て
、
去

年
と
比
較
し
て
き
び
し

く
な
っ
て
い
る
と
感
じ

ま
す
か

　

2
0
2
3
年
も
、
日
本
共
産
党
は
来
年
度
予

算
に
向
け
て
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

10
月
末
ま
で
に
、
９
２
７
通
の
回
答
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
要
望
を
冊
子
に
ま
と
め
、

12
月
20
日
に
市
長
へ
直
接
手
渡
し
、
要
望
項
目

の
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
皆

さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
、
要
望
の
実
現
を
目
指

し
て
力
を
つ
く
し
ま
す
。

■優先的に実施してほしい政策（24項目から５つ選択）の上位５項目
65.9%

49.2%
35.7%

27.4%
25.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

物価高騰対策
国保料・後期高齢者医療保料・介護保険料の引き下げ

医療・介護
高齢者福祉

生活道路整備や歩行者の安全対策

『
学
校
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
設
置
』

『
学
校
等
給
食
費
３
ヶ
月
無
償
化
』

実現
しました！

1月4日の市役所前の新春宣伝
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12 月の船橋市議会　議案・日本共産党提案の意見書（発議案）・主な陳情への態度 共
産
＝
日
本
共
産
党
（
5
人
）
、
民
主
＝
市
民
民
主
連
合
（
10
人
）
、

公
明
＝
公
明
党
（
10
人
）
、
結
＝
結
（
7
人
）
、
清
風
＝
清
風
会
（
5

人
）
、
飛
翔
＝
飛
翔
（
4
人
）
市
政
＝
市
政
会
（
議
長
を
除
く
3
人
）
、

無
所
属
（
5
人
）
は
・
三
・
か
・
佐
・
中
＝
議
員
の
頭
文
字

【
○
＝
賛
成　

×
＝
反
対　

退
＝
退
席
】

内　容 結果 共産 民主 公明 結 清風 飛翔 市政 は 三 か 佐 中

議
案

2023年度一般会計補正予算（1月～3月の給食費無償など） 可決 〇 〇：9
退：1 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇

特別職の職員の給与等に関する条例及び非常勤の特別職の職員
の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例（市長
や議員のボーナス引き上げ）

可決 × ×：9
退：1 〇 〇：5

退：2 〇 〇：3
退：1 〇 〇 × 〇 〇 ×

意
見
書

（
発
議
案
）

沖縄県辺野古への米軍基地建設断念を求める意見書 否決 〇 〇：3
×：7 × × × 〇：1

退：３ × 〇 〇 × × 〇

「公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置
法」の廃止及び教員の確保に関する意見書 否決 〇 〇 × × × × × × 〇 × × 〇

主
な
陳
情

核兵器禁止条約に署名・批准を国に求める意見書提出についての
陳情 不採択 〇 〇 × × × 〇 × 〇 〇 × × 〇

「ふなばしメディカルタウン構想の賛否を問う」住民投票の実施を
求める陳情書 不採択 〇

〇：2
×：7
退：1

× × × × × × 〇 × × 〇

石綿事前調査に伴う新たな助成制度の創設に関する陳情 不採択 〇 〇 × × × × × 〇 〇 × × 〇

「国の責任で小中学校給食費の無償化を求める意見書」提出の陳情 採択 〇 〇 × × 〇 ×：1
退：3 × 〇 〇 〇 × 〇

婚
姻
届
け
の
記
入
例
が

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
！

　

船
橋
市
が
作
成
し
戸
籍
の
窓

口
で
配
布
し
て
い
る
婚
姻
届
け

の
記
入
例
に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不

平
等
な
部
分
が
２
か
所
あ
り
ま

し
た
。
１
つ
は
婚
姻
後
に
選

ぶ
姓
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
欄
で
す

が
、
夫
婦
の
ど
ち
ら
の
姓
を
選

ん
で
も
よ
い
の
に
、
記
入
例
で

は
「
夫
の
氏
を
選
ぶ
」
だ
け
に

チ
ェ
ッ
ク
が
付
い
て
い
ま
し

た
。
も
う
一
つ
は
「
夫
に
な
る

人
」
の
方
が
「
妻
に
な
る
人
」

よ
り
も
年
上
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　

確
か
に
95
％
の
カ
ッ
プ
ル
は

夫
の
姓
を
選
び
、
ま
た
夫
が
妻

よ
り
も
年
長
と
い
う
夫
婦
が
多

い
で
す
。

　

し
か
し
そ
れ
は
「
夫
婦
と
は
、

年
上
の
夫
が
『
一
家
の
主
』
と

な
り
、
妻
は
夫
に
従
う
も
の
」

と
い
う
古
い
考
え
が
日
本
社
会

に
ま
だ
残
っ
て
い
る
か
ら
で
し

ょ
う
。

　

妻
と
夫
は
対
等
で
、
ど
ち
ら

の
姓
を
選
ん
で
も
良
い
の
だ
と

い
う
こ
と
を
示
す
記
入
例
に
改

め
る
べ
き
だ
と
市
議
会
で
日
本

共
産
党
が
求
め
た
と
こ
ろ
、
市

は
「
す
ぐ
に
改
め
る
」
と
答
弁

し
、
数
日
後
に
市
の
Ｈ
Ｐ
で
の

説
明
は
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
内
小
中
学
校
・
特
別
支
援

学
校
・
市
立
船
橋
高
等
学
校
体

育
館
と
武
道
室
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

児
童
生
徒
の
熱
中
症
対
策
、

ま
た
災
害
時
に
は
地
域
住
民
の

避
難
場
所
に
な
る
学
校
体
育
館

へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は
、
市
民

の
み
な
さ
ん
と
、
日
本
共
産
党

が
長
年
要
望
し
て
き
た
課
題
で

し
た
。

　

12
月
議
会
の
議
案
で
は
、

２
０
２
４
年
８
月
ま
で
に
中
学

校
と
市
立
船
橋
高
校
に
、
小
学

校
・
特
別
支
援
学
校
体
育
館
に

は
２
０
２
５
年
度
中
の
エ
ア
コ

ン
設
置
予
定
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　

中
学
校
・
高
校
を
先
行
し
、

小
学
校
な
ど
を
後
回
し
に
す
る

の
は
、

〇
部
活
動
な
ど
で
、
体
育
館
の

使
用
頻
度
が
高
い
か
ら

〇
市
の
職
員
が
設
計
す
る
の

災
害
時
の
避
難
所
に
も
な
る

学
校
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
設
置
が
実
現
！

救
援
救
助
よ
り
も

共
同
演
習
を
優
先
し
た
自
衛
隊

市
長
や
議
員
の
期
末
手
当
の
引
き
上
げ

　

今
議
会
で
は
市
長
な
ど
の
特

別
職
と
議
員
の
期
末
手
当
を
年

間
で
0
・
1
月
分
引
き
上
げ
る

条
例
が
提
案
さ
れ
、
日
本
共
産

党
は
反
対
し
ま
し
た
が
多
数
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
対
象
に
な

る
の
は
市
長
、
副
市
長
、
常
勤

監
査
役
、
病
院
事
業
管
理
者
、

議
長
、
副
議
長
、
議
員
で
す
。

市
役
所
職
員
の
期
末
手
当
の
引

き
上
げ
に
合
わ
せ
て
と
い
う
も

の
で
す
が
、
市
長
な
ど
特
別
職

と
議
員
に
は
下
表
の
と
お
り
、

一
般
の
市
役
所
職
員
と
比
べ
高

い
給
与
が
支
払
わ
れ
て
い
ま

す
。
会
計
年
度
任
用
職
員
は
最

低
賃
金
に
近
い
時
給
で
す
。
物

価
高
騰
対
策
と
し
て
市
職
員
の

期
末
手
当
を
引
き
上
げ
る
か
ら

と
い
っ
て
、
連
動
さ
せ
る
必
要

職名 月額
市長 1,076,000 円
副市長 818,000 円
教育長 730,000 円
常勤監査委員 626,000 円
病院事業管理者 770,000 円
議長 759,000 円
副議長 686,000 円
議員 613,000 円

が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
物
価
高

騰
で
苦
し
ん
で
い
る
市
民
の
理

解
も
得
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

市
長
も
議
員
も
条
例
を
自
ら

提
案
し
議
決
す
る
権
限
を
も
っ

て
お
り
、
引
き
上
げ
は
避
け
ら

れ
ま
し
た
。
ま
さ
に
お
手
盛
り

値
上
げ
で
す
。

▶
市
長
等
の
給
料
表

で
、
設
計
士
や
電
気
職
・
機

器
職
な
ど
の
人
員
不
足

〇
一
度
に
受
け
ら
れ
る
業
者
が

い
な
い
と
思
わ
れ
る

な
ど
の
理
由
か
ら
で
す
。

　

人
員
不
足
な
ら
、
職
員
を
増

や
し
て
で
も
対
応
す
る
べ
き
だ

し
、
体
力
的
に
劣
る
小
学
生
や

障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
が
使

用
す
る
体
育
館
を
後
回
し
に
す

る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

「
児
童
生
徒
の
熱
中
症
対
策
、

い
つ
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
大

規
模
災
害
の
備
え
、
全
て
の
学

校
体
育
館
に
早
急
に
エ
ア
コ
ン

の
整
備
を
進
め
る
べ
き
だ
」
と
、

日
本
共
産
党
は
求
め
ま
し
た
。

し
か
し
教
育
委
員
会
は
、
「
ま

ず
は
中
学
校
と
高
校
か
ら
」
と

繰
り
返
す
ば
か
り
で
し
た
。

　

温
暖
化
対
策
と
な
る
断
熱
化

と
共
に
、
１
日
も
早
い
エ
ア
コ

ン
設
置
を
引
き
続
き
求
め
ま
す
。

　

１
月
７
日
、
習
志
野
演
習
場

で
自
衛
隊
の
「
降
下
訓
練
始
め
」

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
米
軍
を
は
じ
め
と
す
る
８

か
国
も
の
外
国
軍
が
参
加
す
る

大
規
模
な
軍
事
イ
ベ
ン
ト
を
中

止
し
、
政
府
は
、
能
登
半
島
地

震
へ
の
救
助
活
動
に
こ
そ
自
衛

隊
を
派
遣
す
べ
き
だ
」
と
い
う

趣
旨
で
市
民
団
体
が
呼
び
か
け

た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
署
名
に

は
、
わ
ず
か
24
時
間
で
７
０
０

名
近
く
の
賛
同
が
集
ま
り
ま
し

た
。

　

ま
た
１
月
２
～
８
日
の
間
、

習
志
野
駐
屯
地
に
は
８
か
国

１
２
０
名
も
の
外
国
兵
が

滞
在
し
、
自
由
な
外
出
が

許
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
日

本
国
内
の
米
軍
基
地
周
辺

で
多
発
す
る
米
軍
関
係
者

に
よ
る
犯
罪
が
習
志
野
駐

屯
地
周
辺
で
起
こ
ら
な
い

よ
う
、
外
国
兵
の
外
出
や

飲
酒
の
制
限
を
日
本
共
産

党
は
防
衛
省
に
求
め
て
い

ま
し
た
が
、
無
視
さ
れ
た

形
と
な
り
ま
し
た
。

▲
写
真
は
７
日
、
米
軍
機

か
ら
落
下
傘
で
降
下
す
る

自
衛
隊
員
で
す
。
市
内
の

田
喜
野
井
７
丁
目
で
、
ド
ド
ー

ン
と
い
う
大
砲
の
音
に
驚
き
、

家
の
外
に
出
た
と
こ
ろ
で
撮
ら

れ
た
も
の
と
の
こ
と
で
す
。

「2024年能登半島地震災害募金」への
ご協力を訴えます

　日本共産党は被災地への救援募金活動に取り組んでいます。
お預かりした救援募金は、日本共産党の政治活動のための資
金と区別し、全額を被災者救援、被災自治体への義援金に充
てます。募金は、下記で受け付けています。
　　【郵便振替】
　　　口座番号　　００１７０－９－１４０３２１
　　　加入者氏名　日本共産党災害募金係
＊通信欄に「能登半島地震募金」とご記入ください。手数料は

ご負担願います。


